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　前庭動眼反射は頭部回転と逆方向に眼球を回転
させ、網膜上の視覚情報を正確に中枢へ伝える反
射である。我々が微小電極刺激法で発見した内側
縦束以外を通る（extra－HLF）前半規管系興奮性前
庭二次ニューロンの動眼神経核への投射様式を
Horseradish　peroxidase（HRP）軸索内注入法で調
べた。　extra－MLFニューロンは前半規管神経から
順行性に、下斜筋運動核および深部網様体刺激に
逆行性に応答した。HRP細胞内注入は細胞体、深
部網様体付近、動眼神経核内の3カ所で行った。
注入後3－26時間生存させ充分な麻酔下で灌流固定
した。脳幹を取り出し連続凍結切片を作製し、
DABで反応させた。図1，2はextra－MLFニューロ
ンの走行を示した模式図である。細胞体は上戸に
存在し、軸索は結合腕外側直下を上行後、深部網
様体を通り暫間核尾側端で正中を越え、赤核まで
上行し、早早筋・上側筋運動核に投射していた。
Extra－HLFニューロンは動眼神経核以外には軸索
側枝を派生せず、前庭動眼反射固有のニューロン
であった。
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　Extra－HLFニューロン全てが小脳片葉がら抑制
を受けることから、前庭動眼反射の可塑性に関与
していることが考えられる。
【目的】プロテオグリカン（PG）は、硫酸化され
た多糖類に修飾されたコア蛋白をもつ多様な分子
の総称であり、中枢神経系では、老化に依存して
沈着するアミロイド・ベータ蛋白の前駆体（ABP）
がヘパラン硫酸プロテオグリカン（HSPG）のコア
蛋白と極めて強い親和性をもつことが知られてい
る。アミロイド・ベータ蛋白のペプチドは、老化
脳にみられる老人斑のアミロイド・コアの主要構
成要素であり、実験上ある種の神経細胞系（PC12）
より分泌されたHSPGのコア蛋白のアミノ酸の配列
順序やサイズが、ABPのそれと極めて似ていること
が指摘され、関連した抗原性をもつものと思われ
る。
　我々は、各種の抗PGモノクローナル抗体を用い
て加齢に基づくPGの発現を、ヒト脳内のアミロイ
ド・ベータ蛋白に関する病理変化、さらに神経原
線維変化との関係で検索した。
【結果】
1）海馬をCA1，2，3，4に分け各領域における出現数
をみると、アルヅハイマー神経原線維変化（NFT）
および神経突起老人斑（NP）は、生理的老化脳の
特徴で加齢依存性に出現してくる傾向を示した。
2）HSPG，CSおよびDSPGは、老人斑の3種類の各タ
イプでほぼ同様の免疫組織化学的反応を示したが、
とくにHSPGで著しかった。
3）PGがNPに蓄積した現象はNFTにもみられ、とく
にghost　tangleで確実に陽性を示した。
4）anti－HSPG　antigenは脳内血管と特有な免疫反
応を示した。
5）NFTを有しない神経細胞内では、　lipofuscin沈
着と極めて密接な部位にPGのimmunoactivityが少
数ながら観察された。
6）CSおよびDSPGの多くは、細胞外マトリックス
および、ダリア細胞周辺に出現するのが観察され
た。
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